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郡市等医師会活動報告

平成29年度　吉備医師会常会・忘年会
 吉備医師会　平川　秀三
 山本　　優

　平成29年12月２日、サンロード吉備路にて平成29年度吉備医師会常会、忘年会が開催さ
れました。今年もお忙しい時間をさいて石川紘岡山県医師会会長、清水信義、松山正春両
副会長に出席して頂きました。
　講演会では、石川会長に昨今の「医政の現況について」、また清水先生と松山先生には
来年の診療報酬改定、病院の医師の勤務環境の問題等についてお話を頂きました。
　忘年会では、恒例の石川会長のパフォーマンス、松山副会長の美声に加え初公開の
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清水
副会長の歌声も聞かせて頂き、お陰さまで例年以上に盛り上がった会となりました。
　厳しい医療情勢が続きますが、吉備医師会一同、地域医療の充実、保健福祉の向上めざ
して鋭意努力し、来年も県医師会の先生方をお迎えし、会員皆で楽しい会が開かれるよう
がんばりたいと思います。

盛り上がった忘年会（順番待ちしている歌手の方たち）

講演をする石川会長
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発達障害の理解と支援

 岡山大学病院　小児神経科　岡　　　牧　郎

　発達障害とは、脳機能の発達の偏りのために認知能力が定型発達の
人とのずれを生じ、日常生活における種々の機能に明確な支障をきた
すことです。これらは個性で説明しうる程度のものではなく、親のし
つけや養育環境が直接的な原因ではありません。発達障害の中核をな
すものには、自閉症スペクトラム障害、注意欠如・多動性障害（ADHD）、
限局性学習障害、知的能力障害があり、有病率は約10%と考えられて

おり、非常に高率です。
　同じ診断名でも症状はそれぞれ異なり、さらには複数の発達障害がしばしば併存するた
めに、個々の障害特性は多様になります。そのため、発達障害患者を理解して支援するた
めには、その診断名や検査結果にのみ注目するのでは不十分であり、その患者が実際に困っ
ていることや躓いていることを列挙して、その問題の解決策を具体的に考えることが重要
です。
　発達障害の診療においては、患者の環境調整が最も重要です。早期からの療育が必要な
患者も多く、医療機関や家庭、教育機関、療育施設などが連携して支援する体制作りが求
められます。また、薬物療法は我々医師のみが決定できる治療法であり、必要なケースに
は治療開始を躊躇すべきではありません。
　発達障害の診断や検査結果の評価などには専門医の受診が必要ですが、年々、医療的ニー
ズが増加しており、専門医の受診はどの病院でも何カ月も予約がとれない状態です。他の
小児科疾患、内科・外科疾患などで発達障害患者が医療機関を受診する機会は少なくなく、
また、外来で家族や患者本人から直接相談を受ける機会もあると思います。小児科医や
精神科医はもちろんですが、他科の先生方も発達障害に対する理解を深めることが必要に
なっています。
　発達障害の子どもに対してどのように指導すべきなのかについては、非常に難しいこと
と思われがちです。しかし、具体的にわかりやすく説明する、随所に褒めることを忘れな
いなど、子どもが自己肯定感を持って前向きに成長していくための指導方法であるという
本質は、定型発達の子どもの子育てと大きくは変わらないのです。
　専門医への集中化を改善すべく、平成28年度から「かかりつけ医等発達障害対応力向上
研修事業」が立ち上がり、岡山県では岡山県精神科医療センターが中心となって研修会が
行われています。是非参加してみて下さい。

他科の先生に
知って欲しい 小児科編⑦




